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１　事業の概要

２　今後の事業の方向性

③新型コロナウイルス感染症流行の影響により、病院の現地調査実施が不可能であったため、実施を翌年度へ延期

4

①市町村及び検診実施機関が実施するがん検診事業の精度評価を行い、検診実施体制の充実を図るために成果目標に設定

②がん診療に携わる医療従事者が基本的な緩和ケアについて正しく理解し、がん患者に適切な緩和ケアが提供されるように
　成果目標に設定

③継続的にがん診療連携拠点病院等を機能評価し、県内がん診療体制の質の維持・向上を図っていくために成果目標に設定

①引き続き、がん検診実施状況調査によりがん検診の精度管理を行い、結果を市町村と共有

②緩和ケア研修会開催について新型コロナウイルス感染症流行の影響は受けたものの、目標値を達成

・上記テーマの実現のため、女性特有のがんへの対策に
　ついて重点的に取り組んだが、一層の受診率向上の
　ため、若い世代を対象とした取組が必要。

・がん検診受診率向上のため、引き続き女性や働く
　世代を対象とした啓発を行う。

達成状況
の分析

主な取組

✔がん診療連携拠点病院等の整備
　県内二次医療圏すべてに整備達成
　・居住する地域にかかわらず等しくがんの状態に応じた適切ながん医療を受けることが
　　できるよう整備
　・がん診療連携拠点病院等が診療機能を維持・向上できるよう運営費等を補助
　
✔「がんと向き合う週間」（10月15～21日）にがん対策事業を実施
　令和２年度取組テーマ
　「不安が多い今だから、大切な人とがん検診 ～検診受診で早期発見・早期治療～」
　•各保健福祉事務所主体によるがん検診啓発活動（看護系学生へのがん検診受診啓発、
　 オンラインによるがん予防研修会）
　•がん対策推進企業連携協定締結企業によるオンラインセミナー開催、月刊情報誌への
　 検診啓発記事掲載等
　•女性特有のがん検診受診啓発物品の製作、配布

2.2 2.2職員数（人）

成果指標
設定理由

・既指定のがん診療連携拠点病院について、診療機能の
　維持・向上に向けた取組が必要。

・県内がん診療体制の質の維持・向上を図っていく
　ために、がん診療連携拠点病院等の機能評価や、
　運営支援を引き続き行う。

166,939

今後、事業
をどのよう
にしていき

たいか

課　　題　　等 今後の方向性

139,480

□当初要求　□当初予算案　□補正予算案　　■点検

hoken-shippei@pref.nagano.lg.jpE-mail

総合５か年計画（しあわせ信州創造プラン2.0）

健康長寿日本一を維持

事業番号 05 07 02 事業改善シート （令和２年度実施事業分）

事　業　名 がん対策推進事業
部局

実施期間 H6

健康福祉部 課・室 保健・疾病対策課

８つの重点目標

4-3 医療・介護提供体制の充実
総合的に展開する

重点政策

がん診療連携拠点病院等整備事業、がん検診精度管理事業、がん登録推進事業

0

うち一般財源 77,864 75,322

0病院

188,587

168,208

合計（A)

目標値

指標の状況及び目標値　[ ↗ ：改善 、↘ ：悪化 、→ ：変化なし ］

事業の現状
・目指す姿
(予算編成時)

区分（単位：千円） R1年度 R2年度

0前年度繰越

予
算
額

 決　算　額（B）

現計予算 188,587

168,208

未達成

事
 

業
 
コ
 

ス
 
ト

H30年度

2,239人

－

2,439人

現状以上

達成2,602人

↘

↗

↗

69.9%

2,509人

3病院

【現　　状】

【目指す姿】

【実施内容】

〇がんの年齢調整死亡率（75歳未満）は低下傾向にあり、平成29年は64.9（人口10万人あたり）で全国で
　２番目に低かった。

○がんを予防する方法について普及啓発し、避けられるがんを防ぐことで、罹患者を減少させる。
○県民が利用しやすい検診体制を構築し、がんの早期発見・早期治療を促す。
○がん医療の質の向上、均てん化・集約化を行い、死亡率を減少させる。
○就労支援等により、がん患者が尊厳をもって安心して生活できる社会の実現を目指す。

No

1

3

達成状況

2病院
がん診療連携拠点
病院等の機能評価

成果指標

3病院↘

2
緩和ケア研修会の
受講者数

がん検診チェックリス
トの市町村実施率

R1年度 R2年度

12月公
表予定

↗

72.4%

Webによる「がん予防研修会」

開催の様子



 実施方法 令和２年度　実施内容（実績）

1 がん検診精度管理事業 直接

健康診査管理指導等事業実施のための指針（厚生労働省）」に基づく
長野県がん検診検討委員会の開催（令和２年度は新型コロナウイルス
感染症の影響を受け延期）
長野県がん検診実施状況調査の実施（２月）

No. 細事業を構成する主な取組

事　業　名 がん対策推進事業

2 がん登録推進事業 委託 全国がん登録における届出票件数　24,727件（R2.4～R3.3）

2
がん医療提供体制施設設
備整備事業

補助金
南長野医療センター新町病院、長野赤十字病院、飯山赤十字病院へ医
療機器等の購入補助を実施

3
がん対策推進協議会の設
置

4
がん患者への就労支援推
進事業

直接
県内11か所のがん診療連携拠点病院等のがん相談支援センターへ社会
保険労務士を派遣し、就労相談等を実施

Ｒ１年度
決　算

Ｒ２年度
決　算

□当初要求　□当初予算案　□補正予算案　　■点検

細事業名

事業番号 05 07 02 細事業一覧 （令和２年度実施事業分）

健康福祉部 課・室 保健・疾病対策課

細事業
No.

部局

No.  実施方法細事業を構成する主な取組

1
154,395

令和２年度　実施内容（実績）

千円
がん対策総合推進事業（医療）

127,982

千円

1

直接
長野県がん対策推進計画（信州保健医療統合計画包含）の進捗評価を
行うため、がん対策推進協議会を開催(令和２年度は新型コロナウイ
ルス感染症流行の影響を受けて延期）

補助金
県内のがん診療連携拠点病院等へがん相談支援センターの運営や医療
従事者の研修等に係る経費を補助

がん診療連携拠点病院整
備事業

長野県がん診療連携拠点病院整備検討委員会により、例年地域がん診
療連携拠点等の機能評価（書面審査・現地調査）を実施しているが、
新型コロナウイルス感染症流行の影響を受け延期

直接

補助金 利子補給事業利用者３名に対して利子相当分の補助を実施

細事業
No.

細事業名
Ｒ１年度 Ｒ２年度

決　算 決　算

5
がん先進医療費利子補給
事業

2 がん予防推進事業
12,544 11,498

千円 千円

3 がん検診普及啓発事業 直接
長野県がん対策推進条例で定める、毎年10月15日から21日の「がんと
向き合う週間」に、企業等と連携したイベントの開催（オンラインが
ん予防研修会、情報誌への記事掲載等）

4
生活習慣病疫学調査研究
事業

直接

国立がん研究センターの研究委託により、次の事業を実施。
・【コホート１】（1990年から）
・【（目と）こころの検診研究】（2014年から2036年）
・【次世代多目的コホート】（2012年から2032年）


